
昭
和
六
十
年
霜
月
の
大
御
歌
草
稿

（
京
都
産
業
大
学
名
誉
教
授
）
所

功
（

）
84

つ
と
に
阿
川
弘
之
氏
か
ら
「
類
ひ
稀
な
二
十
世
紀
の
名
君
」
と
評
さ
れ
た
昭
和
天
皇
は
、
生
涯
に
一
万

首
近
い
御
製
（
大
御
歌
）
を
詠
ま
れ
た
と
い
う
（
歌
会
始
元
選
者
岡
野
弘
彦
氏
）
。
そ
の
う
ち
、
八
七
二

首
が
『
お
ほ
う
な
ば
ら
』
（
平
成
二
年
、
読
売
新
聞
社
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

し
か
も
、
長
ら
く
内
舎
人
（
う
ど
ね
り
）
を
務
め
た
牧
野
名
助
氏
に
払
い
下
げ
ら
れ
て
い
た
紙
束
が
あ

る
。
そ
れ
は
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
か
ら
同
六
十
三
年
ま
で
折
々
に
メ
モ
さ
れ
た
御
歌
稿
に
ほ
か
な

ら
な
い
こ
と
を
平
成
の
終
り
近
く
に
、
朝
日
新
聞
社
の
中
田
絢
子
宮
内
記
者
が
発
見
さ
れ
た
（
二
四
七
首

近
く
は
既
刊
本
未
収
録
。
末
尾
の
一
五
首
は
既
公
表
歌
列
記
）
。

私
は
不
思
議
な
縁
で
そ
の
解
読
を
手
伝
い
、
編
著
『
昭
和
天
皇
の
大
御
歌
』
（
平
成
三
十
一
年
、
角
川

書
店
）
に
全
二
六
二
首
も
収
載
さ
せ
て
頂
い
た
。
こ
の
う
ち
、
冒
頭
近
く
の
昭
和
六
十
年
十
一
月
分
四
首

を
拙
編
著
か
ら
抄
出
し
、
そ
の
部
分
の
御
歌
稿
写
真
を
付
載
す
る
。

（
令
和
七
年
十
二
月
二
十
五
日
）

（上）所 功編著『昭和天皇の大御歌』補章「晩年の直筆大御歌草稿」より

（左）反故紙の貼り合せに綴られた御歌稿（平成30年末に中田絢子氏撮影提供）


